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メーキャップ

今週のお祝い

●創立／1968年4月24日 ●事務所／米子市西福原1-1-55 ホテルサンルート米子 ℡(0859)32‐5531
●例会日／水曜日12:30～13:30 ●例会場／ホテルサンルート米子市西福原1-1-55 ℡(0859)33-0911
●会長／木美俊彦 ●幹事／長棟信泰 ●会報／楠 明彦

「 ロータリーに誇りを ! 参加しよう そして、行ってみよう 」

今週のお祝い

夫人誕生祝： 9日 戸田忍君 12日 大場英之君
杉原弘一郎君 21日 多林美智子君 25日 髙橋
孝之君 26日 小土井秀明君 27日 長谷川進君
30日 松浦啓介君

会員数 90名
（正会員 89名 名誉会員 1名）

会長挨拶 幹事報告
１ 本日第5回家庭集会 （ワインレストラン クスクス）今日は、酸素についてお話させて頂きます。酸素は

空気中に２１％あり、地球には酸化物という意味では
４７％あるそうです。酸素というのはそれ自体は燃えま
せんが燃えるものを助ける性質があります。ロケットに
積まれた燃料を燃やすのも酸素です。

我々動物は太古の昔には酸素が無く、酸素以外の
ものをエネルギーにしていましたが、植物が酸素を作
るようになり 動物も酸素を使うようになりました 酸素

１．本日第5回家庭集会 （ワインレストラン クスクス）
２．7/26～27 第38回インターアクト地区大会開催の

ご案内 （江津市 島根県立自然の家）
３．2014-15年度インターアクター表彰対象者名簿提

出のお願い
４．6/13 芸場ＲＣ来訪 ウエルカムパーティ
５．6/29中海オープンウォータースイム2014ボランティ

アスタッフ募集
るようになり、動物も酸素を使うようになりました。酸素
にはパワーがあり動物も急激に進化するようになりま
した。ロケットでも飛ばすほどのパワーがある酸素で
すから、非常に危険なエネルギーだそうです。人間で
も酸素を与えすぎると危険があります。次週に続きを
お話しさせて頂きます。

６．例会変更のお知らせ
米子ＲＣ 5/30（金） 夜間例会

ビジター受付 あり
米子南 6/2（月） 休会（定款第6条） なし
鳥取中央 6/2（月） 夜間例会 あり
鳥取北 6/3（火） 移動例会 あり

今後の主な行事予定

6/ 8 中海一斉清掃 （錦海団地湖岸）
6/11 ほろ酔い飲み会 （王子倶楽部）
6/13 ソウル芸場ＲＣ来訪歓迎会 （芙蓉別館）
6/18 職場訪問 「山陰労災病院 ミニ人間ドック」
6/25 夜間例会



＜プログラム＞

「鳥取県にゆかりのある文学」

日本海情報ビジネス専門学校長日本海情報ビジネス専門学校長
鳥取県文化振興財団理事長 中永 廣樹氏

鳥取県に関わりのある文学というのは沢山あります。古事記や出雲国風土記の方に始まり色々ありま
すが、今日は近現代の文学に関わるお話をさせて頂きます。

まず島崎藤村です。自然主義の文学で有名ですが、「山陰土産」という随筆を書いています。昭和２年まず島崎藤村です。自然主義の文学で有名ですが、 山陰土産」という随筆を書いています。昭和２年
に次男の鶏二と山陰本線で１０日間あまり旅をしています。この様な文豪がこの本の中で、山陰はいい
な、という感慨を持ち、風情を感じながら、来て良かったと思っています。

二番目は志賀直哉です。小説の神様と呼ばれた人です。「城崎にて」というのは高校の教科書にも
載っていました。その著者の「暗夜行路」では、一番大事な場面に、大山が出てきます。主人公が大山に
登る際、一人だけになり、だんだん夜が明けるにつれ人間不信に陥っていた主人公が、少しずつほぐれ
た気持ちになっていきます。筆者にとっては、大山以外にはこの締めくくりのシーンは無く、大山をここに
持ってきた意味を私たちは大事にしていきたいと思います。

三番目は井上靖です。生前ノーベル賞の候補にもあがっていました。「天平の甍」や「敦煌」があります。
「通夜の客」では、自らの戦争責任を感じていた主人公が山陰の山奥に引き籠り、一途な愛を寄せる女
性と三年間、家族に知らせることなく暮らします。日南の風景や人々が美しく描かれており、昭和３５年に
は五所平之助監督が映画化しております。

四番目は松本清張です。「砂の器」や「点と線」など名作が沢山あります。その中で「父系の指」は、筆
者の実際の父のことを描きこんである私小説です。筆者の父が日南町の矢戸の出身であり、矢戸を出
て一度も帰郷することがなかった父親との流転の貧しい生活の中で、成長する主人公が父の劣性の性
格を受け継いでいると自覚する屈折した思いや 父方の血への嫌悪憎悪を この作品を通して描いてい格を受け継いでいると自覚する屈折した思いや、父方の血への嫌悪憎悪を、この作品を通して描いてい
ます。この本の中で、或るとき主人公が父の故郷の矢戸を訪ねています。松本清張らしい作品です。


